
おはなしらんど ★ 8 月はとくべつ！ 

つちだよしはる原画展で出張おはなし会 

☆日時：8/12（土）・１４時～ 

☆会場：内藤秀因水彩画記念館 
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図書館カレンダー  ★開館時間 

     平日 午前 9：00～午後 7：00 

      土日 午前 9：00～午後 5：00 

日 月 火 水 木 金 土 

 1  3 4 1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

  
 

 ⇒休館日 

よめっちゃ 
 

庄内町立図書館だより 

（本をたくさん 

「読んでね」との願いを込めて） 

 2017.7.26(No.25) 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31   

 

 ⇒10 冊貸出 

お問い合わせ 図書館・内藤秀因水彩画記念館 

４３－３０３９ 

分館   ５６－３３０８ 

図書館 HP→http://www.town.shonai.lg.jp/library/ 

余目中学校の生徒さんが 

図書館で職業体験！ 

 

 みなさんが作ってくれた 

おすすめ絵本コーナー 

 

 

 

カウンター前の 

ぬりえコーナー 

 

 開催中！☺ 
～8/27㈰  

記念館には、ここには入りきらないくらい 

たーーーーーっくさん作品があって… 

なかには大人の背伸びより大きいものも… 

描いてくれた

作品も展示し

ています 

まだまだ開催中！ぜひお越しください 

こども読書室

にあります 



 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『ワーキング・ホリデー』 坂木 司／著 （文藝春秋） 

元ヤンでホスト、そんな彼の前に突然現れ、

「息子」と名乗る小学生の男の子。夏休みの間だ

け一緒に暮らすことになり、父である彼は宅配便

のドライバーへと転職します。ついついヤンキーの 

血が騒ぐ父と、ゴミの分別も出来るしっかり者の息子。 

急に現れた「息子」の存在にとまどい、理想とは違う「父」

に落胆する。会話もまるで兄弟ゲンカ。そんなぎこちない２

人がいろんな人と繋がり、人として父子として、成長していく

物語です。 

不器用でも「父親だから」と奮闘し、父になって 

いく主人公の姿にアツいものを感じることが出来る 

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『赤ヘル 1975』 重松 清／著 （講談社） 

                   

熱血＝野球以外、考えられない私である。（実

は野球狂）。数ある野球小説で 1 冊を限定するの

は至難の業であるが、野球ファンならずおすすめ

なのはこちら。 

 今でこそ首位を独走し（7 月現在）、「カープ女子」に囲ま

れる国民的注目チームであるが、長年弱小球団、貧乏球

団と揶揄されてきた「広島東洋カープ」。原爆投下後、燃え

尽きた街に、この球団が果たしてきた役割に圧倒された。 

広島という街の悲しみが、苦しみが、怒りが、祈りが、そし

て希望がー1975 年、真っ赤な奇跡へとつながる。主人公

の少年たちの成長を通して、熱血ミラクルは語られる。 

 プロ野球人気に翳りが出ていることに、私と 

しては暗澹とする日々だが、ぜひ皆さん、こう   

いった１冊を手に取ってみてください！ 

そして最後に…何の見返りもないのに、赤の他人 

に無償の愛を注ぐ我ら野球ファンは、永遠に不滅です/笑 

 

 
 
 
 

『文藝春秋オピニオン２０１７年の論点１００』 （文藝春秋） 

 

 「尖閣問題」や「中国・北朝鮮の問題」、「天皇

陛下の退位」や「憲法９条改正問題」、「アベノミ

クスの行く末」や「豊洲移転の問題」、「がん治

療」や「科学の先端技術」のこと、「錦織圭の世界 

制覇」や「ウナギやマグロの消滅の危機」「SMAP 解散」

等々、今の日本で起きている１００人の社会問題について 

１００人の各分野の一流アナリストや本人が『論点』を教え

てくれる最新最強の情報雑誌です。毎日、テレビ、ラジオ、

新聞、週刊誌等で伝えられている断片的な情報がこの１冊

に集積されています。 

 これを読めば、職場でどんなニュースが話題に 

なっても余裕で仲間入りができ、時には熱い議論 

もできます。今を生きる社会人の情報ツールと 

してぜひオススメしたい１冊です。 

『マリコ、炎上』 林 真理子／著 （文藝春秋） 

 

炎上は比喩の言葉ですが、今回のテーマ

「熱血」ならぬ熱量を感じ、思わず選書（林氏

の直木賞受賞作『京都まで』の冒頭、「ホーム

に着く直前、列車はトンネルに入る。その時、窓

は女の鏡となった」の、まさに情景が目に浮か

ぶ描写等に魅かれてから愛読。林氏に傾倒し 

ているせいもありましたが）。 

本著は林氏の飽くなき好奇心と覚悟に裏打ちされた切

れ味鋭いエッセイ。インターネット上で議論を呼んだ、ある

事件についてのエッセイを全文収録。実に都合よく文章が

切られたネットの内容と、林氏の意図が伝わるエッセイの

全文。その違いを、じっくり読み比べてみませんか？  

余談ですが、林氏の著書『怪談 男と女の物語はいつも

怖い』は、人に言えぬ恋に落ちた２人に忍び寄る、 

巧緻に仕上げられた無残な露見、恐怖の瞬間、 

身も凍る奈落への 10 の傑作短編。夏の暑さ、 

熱血を一気にクールダウンさせるのにオススメです！  

 

熱血猛者揃い庄内町立図書館 

猛烈オススメ本！！！ 

幽霊？そんなもの倒してしまえ！ 

 世界で１番熱い夏！ 

 

『鳥類学者だからって、鳥が好きだと思うなよ。』  

川上 和人／著 （新潮社） 

熱血というと、体育会系なイメージがすぐに想 

起されますが、学問や趣味、仕事などに打ち込 

む人々の「ひそやかな熱さ」もまた魅力的です。 

本書は、鳥類学者である筆者が鳥の生態や

自身の研究について綴った作品です。筆者に 

より矢継ぎ早に繰り出される小ネタが可笑しく、思わずにやけ

てしまいますが、そうした（書名を含む）茶化しの裏にある、鳥

類や鳥類研究への熱い気持ちが文章の節々から伝わって

きます。自分には考えもつかない生き方や世界を知るのって

面白い！ と改めて思わせられる 1 冊であり、鳥類学に全然

興味がない方にこそおすすめしたい本です。 

冒頭の「好奇心があってもきっかけがなければ、興味の扉

を開くどころか扉の存在に気付きもしない。」という 

言葉からは研究者としての筆者の意識が感じられ 

ます。図書館が、未知の領域と出会うきっかけの 

場となれば嬉しいです。 

職員書下ろし 
推薦文テーマ 


